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世界で初めて卵巣由来の幹細胞分離に成功 
- マウス卵巣から性ホルモン産生細胞の幹細胞を発見、培養技術を確立 - 

 
 
 生命にとって子孫を残す生殖は種の存続をかけた重要な営みとなっています。しか

し、生殖を担う精子や卵子がどのように形作られていくかは、いまだ不明な点が多い

状況です。とくに、卵子の発生メカニズムは、卵子を作り出す幹細胞を卵巣から取り

出すことができず、解明が難しいとされていました。 
 理研バイオリソースセンター遺伝工学基盤技術室は、京都大学らと協力し、マウス

の卵巣内で性ホルモンをつくっているきょう膜細胞の幹細胞を分離、培養することに、

世界で初めて成功しました。卵子は、卵巣内の卵胞に包まれて、少しずつ育っていき

ますが、きょう膜細胞が産生する性ホルモンが、この卵子の生育に重要な働きをして

いるとされています。研究グループは、分離したきょう膜幹細胞を、体外で性ホルモ

ンを作る段階にまで培養する方法を確立し、また、卵巣に移植して卵胞構造を形成さ

せることにも成功しました。きょう膜細胞を自在に取り扱うことが可能になれば、長

年ナゾであった卵胞に包まれた卵子の発育を詳細に調べることができるようになり

ます。体外での卵子産生や、卵巣疾患の治療法の開発に新たな光を与えることになり

ました。 
 
 

 

きょう膜幹細胞の分離・培養方法および、当該幹細胞の卵巣移植 

後の定着の様子 
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世界で初めて卵巣由来の幹細胞分離に成功 
-マウス卵巣から性ホルモン産生細胞の幹細胞を発見、培養技術を確立- 

 
◇ポイント◇ 
・性ホルモンをつくる「きょう膜細胞」の幹細胞を分離、体外でふやすことに成功 
・体外での卵子産生に道 
・卵巣疾患の治療法開発に新たな光 
 独立行政法人理化学研究所（野依良治理事長）は、国立大学法人京都大学、東京農

業大学、および国立大学法人東京大学と協力して、マウスの卵巣内で性ホルモンをつ

くっている「きょう膜細胞※1」の幹細胞※2を世界で初めて分離し、体外でふやすこと

に成功しました。これは、理研バイオリソースセンター（小幡裕一センター長）、遺

伝工学基盤技術室（小倉淳郎室長）の本多新（ほんだ あらた）基礎科学特別研究員

らによる研究成果です。 
 生き物にとって“生殖”は、子孫を残し、種を維持させるためにとても大切な営みの

ひとつです。しかし、生殖を担う精子と卵子がどのようにして形作られていくかに関

しては、不明な点が多く残されています。精子を作り出す精巣では、精子幹細胞をは

じめ、いくつかの幹細胞が分離・培養されています。しかしながら卵子を作り出す卵

巣からは、幹細胞が分離できなかったために、卵子の発生に関する研究が難しいと考

えられてきました。 
 研究グループは、卵巣由来の幹細胞の分離を進めている過程で、世界で初めて､きょう

膜幹細胞の分離・培養に成功しました。卵子は、卵巣中の卵胞※3につつまれて少しずつ発

育、成熟しますが、きょう膜細胞は、この卵胞内で性ホルモンを作って卵子の発育に重要

な役割を果たしています。このきょう膜幹細胞の分離技術を確立するとともに、体外で性

ホルモンを作ることに成功し、卵巣にきょう膜幹細胞を移植して卵胞構造を形成させるこ

とにも成功しました。きょう膜幹細胞を自在に取り扱うことが可能になれば、長年謎であ

ったきょう膜細胞の成り立ちや卵胞に包まれた卵子の発育を詳細に調べることができま

す。卵巣由来の幹細胞の分離・培養の成功は、実験動物を使わずに卵子を作ったり、女性

の卵巣疾患の治療などに役立てたりすることも可能になることが期待できます。 
 本研究成果は、米国科学アカデミー紀要『The Proceedings of the National 
Academy of Sciences of the United States of America: PNAS』（7 月 24 日号）に掲

載されるに先立ち、7 月 16 日の週にオンライン版に掲載されます。 
 
 
1.背  景 
 ほ乳動物の卵子は、卵巣内でいくつかの体細胞に包まれた「卵胞」という機能ユニッ

トの中で発育します（図 1）。卵子を発育させる卵胞には、卵子と直接的に相互作用して、

卵子の発育に貢献する細胞や、性ホルモンを産生しながら卵巣機能の維持と卵子の発育

を制御するきょう膜細胞があります。成熟した卵胞では、その形態や配置から容易に



 

 

きょう膜細胞を区別し、分離することが可能なことから、分離したきょう膜細胞に関す

る研究が多数行われてきています。しかしながら、きょう膜細胞の生い立ちや成り立ち

に関しては、その元となるきょう膜幹細胞を卵巣内で見つけることが困難なことや、き

ょう膜幹細胞の培養技術が無かったことから、不明な点が多く謎だらけでした。 
 すでに、精子をつくる精巣からは、精子幹細胞等のいくつかの幹細胞が分離・培

養されており、精子形成機構に関する様々な研究が進んでいます。しかし、卵子を

つくる卵巣では、これまで卵巣由来の幹細胞が、分離・培養された例が無かったた

め、卵子形成機構の研究の進展だけでなく、卵巣疾患の治療法の確立という視点な

どから、この卵巣由来幹細胞の分離・培養技術開発が求められていました。今回、

研究グループは、マウス新生仔卵巣からきょう膜幹細胞の分離・培養を成功させ、

その特徴と可能性を検討しました。 
 

2. 研究手法と結果 
(1) きょう膜幹細胞の分離 

マウス新生仔の卵巣を酵素処理により解離して簡単な選別をした後に、血清を

含まない低栄養状態の培養液で培養したところ、一見精子幹細胞のような細胞

の塊（図 2 写真）が現れました。当初、卵子幹細胞としての可能性を検討しま

したが、卵子の特徴を示さず、性ホルモンをつくりだすきょう膜細胞の特徴を

示したことから、この細胞塊が卵子幹細胞ではなくきょう膜幹細胞であること

を確認しました。この細胞は、接着力の弱い細胞を血清を用いずに培養すると

いう簡便な方法で純粋に分離することができました。これにより、きょう膜細

胞の生い立ちと成り立ちを詳しく調べられるようになるだけでなく、卵子の体

外培養に効果のある新しいツールとしての利用が期待できます。 
 

(2) きょう膜幹細胞から性ホルモンの産生 
分離した後に、培養液の組成を変えたり、他の細胞と一緒に培養したりして、

培養環境を変化させることにより、幹細胞状態から性ホルモンのもとであるス

テロイド※4を産生する段階にまで細胞の性質を変化させることに世界で初めて

成功しました。この技術を確立したことで、卵巣での性ホルモンをつくるしく

みを理解しやすくなり、幹細胞から性ホルモンを産生するまでにどのような過

程を経るのかを知ることができます。 
 

(3) きょう膜幹細胞の卵巣への移植 
卵巣を取り出して、きょう膜幹細胞を注入し、その卵巣をもう一度生体に戻すような

移植で、この幹細胞を卵巣に移植したところ、移植した細胞が卵胞構造の一部として

卵胞に取り込まれました（図2 写真）。この一連の実験から、生体外で培養したきょ

う膜幹細胞を卵巣内に戻すと、卵子形成に関与できる可能性が示唆されました。 
 
 
3. 今後の期待 
 研究グループが分離したきょう膜幹細胞は、卵子の体外培養技術開発に利用でき

る新しいツールを提供するだけでなく、遺伝子導入などと組み合わせることにより、



 

 

卵巣疾患の治療への道が開ける期待が持てます。しかしながら、研究グループが確立

したこの技術だけでは、分離したきょう膜幹細胞の生体外での効率的な増殖が困難な

ため、より的確な培養条件を検討する必要があり、課題を残しています。培養条件を

確立することができると、きょう膜幹細胞を未分化なまま効果的に増殖・保存するこ

とが可能となり、今後の生殖・医学分野に多大な貢献をもたらすと期待されます。 
 
 

（問い合わせ先） 
独立行政法人理化学研究所 
バイオリソースセンター 遺伝工学基盤技術室 

室長         小倉 淳郎（おぐら あつお） 
基礎科学特別研究員   本多 新（ほんだ あらた） 

Tel : 029-836-9165 / Fax : 029-836-9172 
 

筑波研究推進部 企画課   片桐 健（かたぎり たけし） 
Tel : 029-836-9142 / Fax : 029-836-9100 

 
（報道担当） 

独立行政法人理化学研究所 広報室 報道担当 
Tel : 048-467-9272 / Fax : 048-462-4715 

Mail : koho@riken.jp 
 
 

<補足説明> 
※1 きょう（莢）膜細胞 
性ホルモンを産生する卵巣の細胞。卵子を取り囲み卵子の成長にも関与する。 
 

※2 幹細胞 
未分化状態のまま増殖し、かつ分化する能力を有する細胞。 

 
※3 卵胞 
未成熟な卵子は、いくつかの体細胞によって層状に包まれた状態で成長する。卵子

とそれを取り囲む細胞からなる球状の構造を卵胞と言い、卵胞を構成する細胞には

きょう膜細胞も含まれる。 
 
※4 ステロイド 
動植物から昆虫に至るまで、ほとんどの生物はステロイドを持っており、特に皮膚

炎などの治療に使われるものが有名であるが、性ホルモンも別種のステロイドホル

モンである。 
 
 



 

 

 
図 1 卵巣と卵胞の構造 

 
卵巣内部では数多くの卵子が卵胞に包まれた状態で成長する。卵胞は卵子と卵子を取

り囲む細胞によって形成されており、卵子の発育や成熟を助ける。きょう膜細胞は卵

胞の外側に存在する。 
 
 

 
図 2 きょう膜幹細胞の分離培養と解析 

 
マウス新生仔卵巣からきょう膜幹細胞を分離培養すると、きょう膜幹細胞が分離でき

る。分離したきょう膜幹細胞は、培養方法を変えることで様々な性質を持つ細胞に変

化させることができた。また、卵巣に移植することで、卵胞構造の一部として分布す

ることも明らかになった。 
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